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研究成果の概要（和文）： 3 名の計画研究代表者からなる研究総括グループと、４名からなる
評価グループとから総括班を構成し、特定領域研究の運営、計画立案と確実な推進、研究進捗
状況の把握と評価ならびに広報活動を行った。特定領域研究期間中、9回の総括班会議、1回の
キックオフシンポジウム、7 回の公開シンポジウム、7 回の領域会議、11 号のニュースレター
発行を行った。本特定領域研究により、日本における有機フォトクロミズム研究を基礎から応
用にわたり世界を圧倒するレベルに押し上げることができた。 
 
研究成果の概要（英文）：The research project was initiated in 2007 by setting up an 
organization, which has a general management group (3 research leaders and 4 advisers) 
and 12 researchers. In 2008 the organization accepted further 31 researchers and in 2009 
restructured the organization to 32 researchers. The general management group arranged 
symposiums, maintained web-site home pages and published news letters. Duaring 4 years 
8 symposiums and 7 research area meetings were held, and 11 news letters were published.  
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 7,500,000 0 7,500,000 

2008 年度 8,500,000 0 8,500,000 

2009 年度 7,500,000 0 7,500,000 

2010 年度 6,700,000 0 6,700,000 

  年度  0  

総 計 30,200,000 0 30,200,000 

 

研究分野：化学 

科研費の分科・細目：複合化学・機能物質化学 

キーワード：フォトクロミズム、ジアリールエテン、新規・高性能フォトクロミック系、光メ

カニカル機能、光分子機能材料 

 
１．研究開始当初の背景 
 フォトクロミック分子は、これまで、主と
してその色変化を利用した調光材料、光メモ
リ材料、光表示材料等への応用をめざして研
究がすすめられてきた。それとともに、分子
形状やπ-共役などが光変化する特性を生か
した光スイッチング系への展開も行われて
いる。近年、上に述べた研究に加え光誘起表
面形状変化や光屈曲エラストマー、光変形分
子結晶など、従来とは一線を画する「光メカ

ニカル機能」に関する研究が急速に発展して
きている。日本におけるフォトクロミズム研
究は、世界の研究を先導する立場にあり、こ
のことは科学技術政策研究所の 2005 年の調
査からも明らかにされている。本特定領域研
究は、このような背景のもとに開始され、研
究を遂行することにより、機能物質に関する
研究を一気に発展させたのみならず、関連分
野の世界の研究において日本の存在感を確
固たるものにすることができた。 
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２．研究の目的 
 本特定領域研究においては、日本で開発さ
れたジアリールエテン系分子の極限性能を
追究するとともに、新たな概念を導入したこ
れまでにない性能・機能をもったフォトクロ
ミック分子を新規に開発し、さらには新分野
として急激な発展を遂げている光メカニカ
ル機能・光形態制御研究の基盤を確立するこ
とをめざした。このことにより、日本におけ
るフォトクロミズム研究を基礎から応用に
わたって世界を圧倒するレベルに押し上げ、
確固たる国際競争力をもたせることを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
 すでに日本は有機フォトクロミズム研究
において、世界を先導する立場にある。この
ことは、科学技術政策研究所の 2005 年の調
査からも明らかにされている。本領域は、こ
のような国内の第一線の研究者から構成さ
れている。特定領域研究の運営、計画立案、
広報は、３名の計画研究代表者（入江、横山、
関）からなる研究総括グループと４名（徳丸、
大橋、藤嶋、市村各先生）の評価グループか
らなる総括班が担当し、研究進捗状況の把握
と評価、領域会議、公開シンポジウムの開催、
ニュースレターの発行、ＨＰの維持管理を行
った。研究の実施は、A01 班、ジアリールエ
テンの極限性能、A02 班、新規・高性能フォ
トクロミック系、A03 班、光メカニカル機能
の創出の３班からなる体制をとり、それぞれ
のグループに、計画班員、公募班員を、20 年
度は 11 名、17 名、15 名を、21～22 年度は
11 名、17 名、16 名配置して研究をすすめた。
領域会議では、班構成に制限されずに討論を
行い、新規分子の設計、合成、評価、機能実
証に関し、班を超えた連携を強力にすすめる
体制をとった。また、公開シンポジウムでは、
広く一般からの参加を求め、研究成果、情報
の発信に努めた。 
 
４．研究成果 
(1) 次の領域会議、公開シンポジウムを開
催した。 
① 平成 19 年 11 月 16 日：スタートアップ

シンポジウム（東大山上会館、参加者：
172 名） 

② 平成 20 年 1 月 24, 25 日：領域会議、第
1 回公開シンポジウム（立教大学太刀川
記念館、参加者：104 名） 

③ 平成 20 年 6 月 19, 20 日：領域会議（立
教大学太刀川記念館、参加者：72 名） 

④ 平成 20 年９月 22 日：第 2回公開シンポ
ジウム（東大山上会館、参加者：128 名） 

⑤ 平成 21 年 1 月 23, 24 日：領域会議、第
3 回公開シンポジウム（京都テルサ、参
加者：117 名） 

⑥ 平 21 年 6 月 11,12 日：21 年度第１回領
域会議（立教大学太刀川記念館、参加
者：45 名） 

⑦ 平成 21 年 9 月 1,2 日：第４回公開シン
ポジウム（北海道大学百年記念会館、参
加者：45 名） 

⑧ 平成 22 年 1 月 21 日：21 年度第 2回領域
会議、1月 22 日：第 5回公開シンポジウ
ム（青山学院大学青山キャンパス、参加
者：107 名） 

⑨ 平成 22 年 5 月 13 日：22 年度第 1回領域
会議（立教大学太刀川記念館、参加者：
44 名） 

⑩ 平成 22 年 9 月 3 日：第 6 回公開シンポ
ジウム（大阪大学吹田キャンパス、参加
者：76 名） 

⑪ 平成23年 1月：22年度第2回領域会議、
第 7回公開シンポジウム（立教大学太刀
川記念館、参加者：105 名） 

 
(2) 次のニュースレターを発行した。 
１号（平成 19 年 11 月） 
２号（平成 20 年 2 月） 
３号（平成 20 年 6 月） 
４号（平成 20 年 9 月） 
５号（平成 21 年 1 月） 
６号（平成 21 年 6 月） 
７号（平成 21 年 9 月） 
８号（平成 22 年 1 月） 
９号（平成 22 年 5 月） 
１０号（平成 22 年 9月） 
１１号（平成 23 年 1月） 
 
(3) 入江正浩領域代表は、平成 21 年 1 月 9
日、皇居宮殿松の間で行われた「講書始めの
儀」において自然科学分野を代表して進講者
をつとめ、「光に応答する分子」という題目
で、本特定領域研究が推進しているフォトク
ロミズム研究の最先端について天皇・皇后両
陛下にご進講した。 
(4) A02 班阿部二朗計画研究班員が開発し
た高速フォトクロミズムを示す HABI 化合物
は、90 近い世界中のマスメディア (Science 
Dialy News, 米国化学会 C&ENews 等)、20 を
超える日本の新聞等のメディアに報道され
た。A03 班池田富樹計画研究員の光駆動モー
ターに関する研究は、4 つの国際メディア
(Nature Chemistry, 米国化学会 C&ENews 等)、
国内では 47 の新聞等のメディアに取り上げ
られ報道された。また、NHK 総合テレビにお
いても報道された。 
(5) 阿部班員、池田班員、栄長班員それぞ
れ 3 件の研究成果が、文部科学省の科研費
NEWS(Vol.3, 2008 および Vol.2, 2009)に取
り上げられ、掲載された。 
(6) A02 班横山泰班長を中心として、日本学
術振興会二国間交流事業として、日仏共同セ



 

 

ミナー「有機フォトクロミズムの新たな地
平：分子設計から応用まで」をフランス Arras
において 2008 年 10 月 12～15 日の期間に開
催した。参加者は本計画班員を中心に日本側
20 名、フランス側 49 名、その他の国 12 名の
計 81 名であった。 
(7) 上記の共同事業に基づき、英国王立化
学会が学術誌 New Journal of Chemistry に
おいてフォトクロミズムの特集号（日本側の
Associate Editor, A02 班 松田建児計画班
員）を発行した。 
(8) A02 班横山泰班長を中心として、平成
22年10月 17～21日に有機フォトクロミズム
国際会議（ISOP2010）を横浜（日石横浜ホー
ル）において開催した。17 カ国から 220 名の
参加者があり、先端のフォトクロミズム研究
の動向について、日本からの最新の成果を発
信するとともに、各国の動向と情報の収集を
行った。 
(9) ISOP2010 に引き続き、平成 22 年 10 月
21～22 日、上記の会場にて日仏による共同セ
ミナーを開催し、フォトクロミズム研究の高
いポテンシャルを有する日本とフランスの
二国間研究者で密接な情報交換を行った。 
(10) 本特定領域研究実施期間中での主な
受賞を以下に列挙する。 
① 入江正浩（A01 班）：ドイツ化学会

Theodor-Förster Preis（日本人初の受
賞） 

② 池田浩（A01 班）：光化学協会賞 
③ 辻岡強・中村振一郎・内田欣吾（A01 班）：

日本化学会欧文誌 BCSJ 賞 
④ 忍久保洋（A02 班）：文部科学大臣表彰若

手科学者賞 
⑤ 池田富樹（A03 班）：日本化学会賞、日本

液晶学会論文賞 
⑥ 吉田亮（A03 班）：高分子学会 Wiley 賞 
⑦ 宍戸厚（A03 班研究分担者）：高分子学会

日立化成賞 
⑧ 栄長泰明（A03 班）：アジアオセアニア光

化 学 協 会 APA-Prize for Young 
Scientest 

⑨ 関隆広（A03 班）：日本液晶学会論文賞 
 

５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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〔その他〕 
ホームページ等 
http://www.photochromism.jp/ 
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